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問１ システム運用のコスト管理に関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。

〔利用部門と稼働システムの関係〕

Ｂ社では，金融システムと流通システムを運用している。それぞれのシステムは，

5 本番用と開発用の汎用コンピュータをもち，本番１号機と開発１号機で金融システム

が，本番２号機と開発２号機で流通システムが稼働している。システムの運用費用は，

システム運用部が社内課金して，各利用部から徴収している。Ｂ社内の各利用部と稼

働システムの関係を図に示す。

10

〔システム運用基準〕

システム運用部では，サービスを一定の水準に維持するために，システム運用基準

として本番機，開発機別に“ 使用率”と“磁気ディスク使用率”の限界値を設CPU

定しており，限界値を超えた場合には，必要な設備増強を行うことをルールとしてい

15 る。その内容は表１のとおりである。

〔設備能力と使用状況〕

汎用コンピュータの設備能力は，表２のとおりである。 年 月から 年1997 10 1998

20 ３月の６か月間の使用状況（ ，磁気ディスクの使用率）を調査したところ，表３CPU

のとおりであった。
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〔開発機の統合〕

システム運用部では，システム運用費用の削減のために汎用コンピュータ４台を３

5 台に減らす方針を立て，サービスを低下させずに１台を撤去する方法について検討

した。その際，金融システム部から“金融システムの開発環境を本番１号機に統合

し開発１号機を撤去する案”が提案されたが，システム運用部で検討したところ，シ

ステム運用基準を満たさないので，採用しないことにした。

結局，システム運用部では，２台ある開発機を１台に統合した。統合した開発機の

10 年４月及び５月の運用費用実績は表 ， 使用時間と磁気ディスク使用量の1998 4 CPU

実績は表５のとおりであった。
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〔課金方式の検討〕

( )本番機の課金1

本番機はそれぞれ各システムで占有利用しているので，運用費用を各利用部へ全

5 額賦課する。

( )開発機の課金2

１台に統合された開発機については，次の二つの課金方式を検討した。

方式 使用率によって賦課する方式1 : CPU

方式 と磁気ディスクの使用料単価を設定し使用量に応じて賦課する方式2 : CPU

10 なお，いずれの方式の場合も，それぞれのシステムで専用に利用する回線費用と

消耗品については，各利用部に直接賦課する。

設問１ 金融システム部が出した統合案は，システム運用基準を満たさないという理由

で採用されなかった。その理由を具体的に 字以内で述べよ。60

15 設問２ 開発機の課金方式として“方式１”を採用した場合，次の問いに答えよ。

（ ）金融システム部に対する 年４月の開発機の課金額を計算し，千円単位1 1998

（千円未満は四捨五入）で答えよ。

（ ） 年５月の開発機の課金額について，金融システム部から問題点が指摘2 1998

される可能性がある。問題点を 宇以内で述べよ。60

20 設問３ 開発機の課金方式として“方式２”を採用した場合，次の問いに答えよ。

なお，使用料単価は， 年４月の実績値を基に設定する。1998

1 100 CPU（ ）磁気ディスクの使用料単価を１Ｇバイト当たり 千円とした場合，

の１時間当たりの使用料単価を計算し，千円単位（千円未満は四捨五入）で

答えよ。

25 （ （ ）の単価を用いて金融システム部の 年５月の課金額を計算し，千円単2 1 1998）

位（千円未満は四捨五入）で答えよ。

（ ） 年５月の課金時に，問題が発生することが想定される。問題点を 宇3 1998 40

以内で述べよ。

30

問２ セキュリティ管理に関する次の記述を読んで，設問１～４に答えよ。

家電メーカＮ社では，社内イントラネットを構築し，業務の効率化を図っている。

Ｎ社のネットワーク構成は図に示すとおりであり，社内イントラネットは，イン

35 ターネットに接続され，社内のパソコンから外部ＷＷＷサーバを利用できる。

Ｎ社お客様相談室では。お客様からの問合せや商品要望を受け付けている。Ｎ社の

Ｙ事業部では，今後お客様相談室の情報を活用していくことになった。

なお，イントラネットの運用管理は，Ｙ事業部の管理グループが行っている。
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〔イントラネットの構成〕

イントラネットを構成する各セグメントは，インターネットとの接続に関して，顧

5 客情報，人事情報などの機密情報の漏えいがないようにするために，次の三つに分類

されている。

（ “公開セグメント”は，インターネットを介して社外のお客様との通信を認める1）

セグメントである。

（ “ （ ）セグメント”は，インターネットを経由して，2 VPN Virtual Private Network）

10 指定されたほかの セグメントとだけデータ交信ができるセグメントである。VPN

事業部の セグメントとお客様相談室の セグメント間の交信データは，暗VPN VPN

号化してある。

（ “部内セグメント”は，事業部内専用の事業部サーバとパソコンを収容するセグ3）

メントである。事業部サーバヘは，当該セグメントに属するパソコンだけがアクセ

15 スできる。

また，イントラネット内の各サーバは次のような情報を蓄積している。

① 公開セグメントにある“公開情報サーバ”は，Ｎ社商品情報など社外に公開する

情報を蓄積している。

20 ② お客様相談室の セグメントにある“顧客サーバ”は，お客様の登録情報や，VPN

お客様相談室で受け付けた問合せの履歴情報などを蓄積している。

③ 部内セグメントにある“事業部サーバ”は，事業部の販売情報を蓄積している。
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〔市場分析用サーバの新設〕

Ｙ事業部では，新たに市場分析をする目的で市場分析用サーバを設置することにし

た。Ｙ事業部員が随時情報活用できるように，市場分析用サーバからお客様相談室の

5 顧客サーバにオンラインでアクセスし，お客様の商品要望を集計する計画である。

〔社内から外部への接続〕

Ｙ事業部員は，イントラネットの部内セグメントにあるパソコンから，プロキシ

サーバ，ルータ，インターネットを経由して，次の手順で外部ＷＷＷサーバを利用

10 することができる．

（ ）パソコンからプロキシサーバに，外部ＷＷＷサーバの を指定して情報取得1 URL

を依頼する。

（ ）プロキシサーバは， 中のホスト名から得た アドレスを基にして外部2 URL IP

ＷＷＷサーバにアクセスし，情報を取得する。

15

〔リモートアクセスによる接続〕

Ｙ事業部員が社外からリモートアクセスしようとする場合は，使用期間，用途，使

用電話番号を明記の上，管理グループの運用管理者に申請する。リモートアクセスパ

ソコンからは，公衆電話網を経由してリモートアクセスサーバに接続し，パスワード

20 チェックを経て事業部サーバを利用できる。

なお，パスワードは事前に登録しておく。

〔リモートアクセスの監視〕

管理グループでは，セキュリティ確保の観点から，各サーバ，ルータ，リモートア

25 クセスサーバのアクセスログを取得し，定期的に監視している。リモートアクセス

サーバのアクセスログをチェックしたところ，パスワード不一致などで接続拒否され

ているログが幾つか見つかった。正規利用者のアクセスによる失敗なのか，不正利用

によるものなのか。ログだけでは判断できなかった。

30 〔イントラネットでの応答時間の悪化〕

最近になって，社内イントラネットの応答時間が遅くなる現象が発生した。管理グ

ループでは，外部ＷＷＷサーバヘの接続が原因らしいとの情報を入手したので，外

部ＷＷＷサーバとのアクセスログを分析したところ，サーバＸへの接続が，ほかの

外部ＷＷＷサーバヘの接続に比べて，極端に多いことが判明した。その後の調査で，

35 サーバＸへの接続は業務上必要ではないことが分かり，社員の私的利用の実態が判明

した。管理グループでは，社員に対して，外部ＷＷＷサーバ接続の業務目的外利用

の禁止を通達したが，効果はなかった。

設問１ 〔市場分析用サーバの新設〕に関して，市場分析用サーバは，どのセグメント

40 におけばよいか。セグメント名を答えよ。また，その理由を 字以内で述べよ。60
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設問２ 〔リモートアクセスによる接続〕に関して，アクセスしようとする利用者が許

可された者かどうかの判別を強化する必要がある。リモートアクセスサーバを使

ってできる方法を， 宇以内で述べよ。40

設問３ 〔リモートアクセスの監視〕に関して，不正アクセスか否かの調査をしたい。

5 このためには，どのような方法があるか。 字以内で述べよ。60

設問４ 〔イントラネットでの応答時間の悪化〕に関して，業務上不要のサーバＸへの

アクセス抑止策について，プロキシサーバを使って採ることのできる方法を，

宇以内で具体的に述べよ。60

10

問３ 障害管理に関する次の記述を放んで，設問１．２に答えよ

自動車部品を販売しているＥ社は，全国に の営業店がある。各営業店では，部50

品販売時に納品書発行システムで納品書を印刷している。

営業店には，小規模営業店と大規模営業店とがあり，それぞれ図１に示すような機

15 器構成になっている。

（ ）小規模営業店には， ～ 台のパソコンと１台のプリンタが設置され，営業店サ1 3 5

ーバと で接続されている。LAN

（ ）大規模営業店には， ～ 台のパソコンと２台のプリンタが設置され，営業店2 10 20

サーバと で接続されている。印刷時に使用するプリンタは，利用者が任意にLAN

20 指定できるようになっている。

なお， は，ハブ（集線装置）と ケーブルで構成されており，パソコンは，LAN LAN

ハブと図２のように接続されている。

本社のシステム管理担当者は，営業店で使用するパソコンに必要なソフトウェアを

あらかじめインストールし，ネットワーク情報も設定した上で各営業店に送る。各営

25 業店では，本社から送付されたパソコンを に接続する。LAN

本社は，障害時の対応マニュアルを全営業店に配布し，各営業店では簡単な障害ヘ

の対応を行っているが，各営業店で解決できない問題が発生した場合には，本社に設

置されているサボート窓口へ連絡し，対処方法の指示を受けている。

30
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〔障害の発生〕

小規模営業店であるＦ営業店のＧ氏は。それまで使用していたパソコンが老朽化し

5 たので，本社から送られてきた新しいパソコンと交換し， に接続した。その後，LAN

納品書発行システムを利用しようとしたが，できなかった。Ｇ氏は，障害時の対応マ

ニュアルに従い対応したが，解決できず，本社のサポート窓口へ電話連絡した。

電話を受けたサポート窓口担当者のＨ氏は，障害箇所を特定するためにＧ氏と電話

で表１のようなやり取りを行った。

10

[Ｆ営業店における昨年度の障害記録]

サポート窓ロでは，障害対応の状況を障害記録として管理している。その記録によ

15 ると，Ｆ営業店における昨年度の障害発生履歴は，表２のとおりであった。
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小規模営業店であるＦ営業店では，プリンタ故障が発生すると納品書が発行できな

い。システム管理担当者は，このような業務停滞を発生させないよう何らかの対策が

5 必要だと考えている。

設問１ 表１のやり取りから次の問いに答えよ。

（ ） ， に入れる適切な宇句を図１及び図２の中から答えよ。1 a b

（ ）システム管理上，本社として日常から実施しておくべきであったと思われる2

10 作業は何か。 宇以内で述ぺよ。40

設問２ Ｆ営業店における昨年度の障害発生履歴に関して，次の問いに答えよ。

（ ） 。1 F 営業店に設置されているプリンタの年間稼働率をパーセント単位で求めよ

なお，システムは，年間 日，１日 時間使用するものとする。答えは，300 10

小数第２位を四捨五入して小数第１位まで求めよ。

15 （ ） 営業店のプリンタ故障による業務への影響を小さくするため，採ることの2 F

できる対応策は何か。 字以内で述べよ。30

（ ）設問２の（ ）の方法を採用した場合，どのような効果が期待できるか。効果3 2

を定量的に 字以内で述べよ。80

20
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問４ システム機器の移設に関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。

Ａ社は，情報システムのアウトソーシングを受託している会社で，コンピュータシ

ステム用のビルを所有している。このたび，既にアウトソーシングを受託しているＰ

5 社のシステムを拡張することになり，ビル内の一フロアに拡張用の機器を設置する

スペースを確保することが必要になった。現在の各フロアの使用状況は，図１に示す

とおりである。５階の空きスペースを機器室仕様にし，４階に設置してあるＱ社のシ

ステムを５階に移設させた後に，４階にＰ社システムの拡張用の機器を設置すること

にした。

10

〔Ｑ社システムの概要〕

Ｑ社のシステムは，全国に設置された約 台の端末とホストコンピュータからな150

15 るオンラインシステムであり，毎日７時から 時までオンライン処理を行い，夜間21

は 時から翌日１時までオンライン処理結果の集計やファイルメンテナンスなどの21

磁気テープ操作を伴うバッチ処理が稼働している。Ｑ社システムの構成は，図２に示

すとおりである。１台の には 回線が接続されている。CCP 50

なお， 台のうち１台は予備機である。CCP4

20

〔移設方式〕

取扱業務の特性上，システムの運用は１日も休止することができない。

また，移設にかかわるコストを抑制するために，４階から５階への移設は，移設用

25 ケーブルを４階と５階の間に仮設した上で，システムの稼働していない夜間に複数回

にわたって機器ごとに順次移設する方式にした。

この方式に基づき，次に示す作業実施手順を作成した。各作業は，システムの稼働
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に影響を与えない事前作業などを除いて，午前１時から７時までの時間帯で行うこと

にした。

MDF① ５階空きスペースで，電源設置，空調設置，フロアのフリーアクセス化，

から５階までの回線接続ケーブルの敷設などの機器室仕様にするための工事を行う。

5 ② ４階と５階の間に，磁気ディスク装置及び磁気テープ装置接続のための移設用ケ

ーブルを仮設する。

③ 回線接続ケーブルの切替えに備えて， に回線ごとの切替スイッチを仮設挿MDF

入する。

④ 磁気ディスク装置を２回に分けて，図３に示す作業スケジュールに従って，図４

10 に示すように４階から５階に移設する。

⑤ 磁気テープ装置を１回で，図３に示す作業スケジュールに従って，図４に示すよ

うに４階から５階に移設する。

⑥ 回線接続ケーブルの切替えは，作業時間の関係から１回に 回線ずつ実施する。50

したがって， を１台ずつ３回に分けて，図５に示す作業スケジュールに従っCCP

15 て，図６に示すように４階から５階に移設する。

なお，予備機は３回目に移設する。

⑦ 及びシステムコンソールを，図３に示す作業スケジュールに従って４階かCPU

ら５階に移設する。移設後の機器などの配置を図７に示す。

⑧

20
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5

設問１ 〔移設方式〕の作業実施手順⑧において，

（ ）機器移設後の残作業として で実施すべき作業をニつ挙げ，それ1

ぞれ 字以内で述べよ。20
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（ ）このうち，オンライン運転に支障を与えることから，夜間のオンライン運転2

停止時間帯に実施すべき作業はどちらか。解答欄に○印で示せ。

設問２ 移設の途中においては，一時的に運用体制を増強し，機器オペレーション作業

の実施方法の一部を変更しなければならない段階がある。

5 （ ）これは作業実施手順のどの段階で発生するか “○の実施後から○の実施後1 。

までの間”という形で答えよ（○内には作業実施手順の該当数宇を入れるこ

と 。）

（ ）変更されたオペレーション作業の実施方法を 宇以内で述べよ。2 60

設問 の移設作業について，3 CCP

10 （ ）現行の移設作業スケジュールは，他機器の移設作業スケジュールと比べて問1

題点を含んでいる。どのような問題があるか， 字以内で述べよ。40

（ ）設問３の（ 〉の問題を解決するために，予備機を活用して２ステップに分け2 1

， 。た作業を３回行う移設方式を考案し 各ステップをそれぞれ 字以内で述べよ60

15


